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まさしく貿易戦争
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　スペインは銀による貿易決済を中南米やフィリピンの海外植民地に広げていった（第2回）。すでに、中国、インド、

ペルシャ（現在のイラン）なども銀が貨幣として流通していたため、世界は銀本位制と呼べる状況にあった。タイを除

いて欧州の植民地となる東南アジア諸国も朝貢関係がある中国や、インドと銀を媒介として貿易が行われた。しかし

アンボイナ事件やアヘン戦争のように、オランダとイギリスは紛争や戦争を繰り返し、アジアの貿易権益のほか、北米

植民地（東海岸）の盛衰を分けていく。

　貿易や植民地獲得における欧州の主役は、スペイン、ポルトガルに代わり、英蘭がそれぞれ東インド会社を設立

するなどして、アジアや北米にも影響力を拡大していった。香辛料の島・モルッカ諸島では、オランダが1600年前後

にポルトガルから利権を奪う。日本では徳川幕府が始まった時期にあたる。遅れて東南アジアに現れたイギリスはモ

ルッカ諸島でオランダと香辛料貿易の権益を分け合ったものの、オランダがイギリス商館を襲撃するアンボイナ事件

（1623年）を契機に、イギリスは東南アジアからインドに重点を移した。同時にイギリスは1652年から1654年にかけ、

欧州でオランダ商船を攻撃するなど英蘭戦争を起こす。英蘭は現在のニューヨークなど北米植民地の争奪をはじめ

戦争を繰り返した。4回の戦争が終わり、フランス革命とナポレオン戦争終結後の領土問題について議論するウィー

ン会議を経て、オランダが保有する海外領土は、蘭領東インド（現インドネシア）、蘭領ギアナ（現スリナム。西側に英領

ギアナが出来て縮小）と、長﨑商館（出島）だけとなった。商業的な意味では、オランダが獲得した香辛料価格が低

迷し、他方、イギリスはインドで綿製品を大量生産し、母国経済に貢献していく。ちなみに、豪州に最初に到来した欧

州人は1606年のオランダ人だったが、熱帯の北部地域で植民地には不適と判断され、オランダは入植しなかった。

他方、スコットランド人のクックが1770年、温帯のシドニーに上陸し、イギリス入植の足がかりとなった。

　アジアにおいてイギリスはアンボイナ事件の影響で、スリランカ、ネパール、ビルマ、そして英領インド帝国（現在のパ

キスタン、バングラデッシュを含む）と南アジアを拠点として、清との貿易関係を拡大させていく。清は1757年以来、

南部の広東港に限定して対外貿易を認め、茶、陶磁器、絹を主要な輸出品とした。イギリスは清に対し大量の輸出

品を見いだせず、構造的に貿易赤字となった。さらに、イギリスは産業革命による資本蓄積や米独立戦争の戦費確

保のため、銀の国外流出を抑制する政策を採用した。イギリスは麻薬・アヘンを決済に使い始め、清とのアヘン戦争

（1840～1842年）と広東以外の開国につながる。現在の中国の歴史教育はこのアヘン戦争から始まる。日本にと

っては約10年後、米国海軍東インド艦隊（日本史の黒船）が江戸湾の入り口・浦賀（現在、在日米海軍司令部があ

る横須賀市）沖に現れ、開国を迫られる前である。アヘン戦争についてオランダを介して長崎経由で幕府に届いて

いたものの、幕府や大名の間で情報共有がなされなかったという。現代でも起きそうな問題である。


